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本
学
は
今
年
、
創
立
４２
年

目
を
迎
え
ま
す
が
、
開
学
以

来
、
徹
底
し
た
少
人
数
教
育

に
よ
り
教
員
と
学
生
の
距
離

感
が
な
い
温
か
い
勉
学
環
境

が
、
学
生
の
奮
起
を
う
な
が

し
、
四
年
制
大
学
へ
の
編
入

学
希
望
者
の
学
力
向
上
と
就

職
希
望
者
へ
の
実
務
能
力
向

上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
両

学
科
と
も
、
将
来
の
目
的
や

進
路
目
的
に
合
わ
せ
、
双
方

の
科
目
を
履

修
で
き
る
横

断
学
習
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
学

問
の
自
由
度
を
高
め
て
い
ま

す
。み

ど
り
の
総
合
科
学
科
で

は
、
就
職
希
望
者
に
対
す
る

個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、

実
験
・
実
習
を
中
心
と
し
た

授
業
を
展
開
。
さ
ら
に
農
業

機
械
士
・
造
園
技
能
士
・
測
量

士
補
な
ど
の
資
格
取
得
も
含

め
即
戦
力
を
身
に
つ
け
て
い

ま
す
。ま
た
、四
年
制
大
学
へ

の
編
入
学
希
望

者
も
多
く
、
石

巻
専
修
大
学
ほ

か
国
公
立
・
私

立
大
学
へ
毎
年

約
３０
％
が
進
学

し
て
い
ま
す
。

商
経
社
会
総

合
学
科
で
は
、

１
年
次
か
ら
専

門
性
の
高
い
授

業
で
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
は

か

り
、
専
修
大
学

を
は
じ
め
、
編

入
学
希
望
者
の
ほ
ぼ
全
員
が

四
年
制
大
学
へ
の
編
入
学
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
か
ら
６
月
と
１０
月
の
年

２
回
、
ご
父
母
と
教
員
と
の

個
別
懇
談
会
を
開
催
し
、
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
成
績
向

上
や
進
路
決
定
な
ど
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
お
り
、
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
地
域
貢
献
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今

年
の
２
月
に
美
唄
市
と
連
携

協
定
を
結
び
、
「
専
大
ハ
ス

カ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

６
月
に
本
格
的
に
動
き
出
し

ま
し
た
。
小
・
中
学
生
・
高

校
生
、
一
般
市
民
に
向
け
て

「
出
前
講
義
」
を
実
施
し
、

市
民
講
座
に
も
協
力
し
て
い

ま
す
。
５
月
末
に
は
、
専
大

フ
ァ
ー
ム
委
員
会
が
市
内
の

小
学
生
を
招
き
、
田
植
え
体

験
を
さ
せ
る
活
動
も
行
い
、

好
評
で
し
た
。

本
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

・
体
験
が
学
生
や
地
域
の
活

性
化
を
果
た
し
、社
会
発
展
の

一
翼
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
は
、
工
学
系
・
農
学
系
分
野
の
「
み
ど
り
の
総

合
科
学
科
」
、
社
会
学
系
の
「
商
経
社
会
総
合
学
科
」
を
持
つ
総
合
短
期
大
学

と
し
て
、
学
生
個
々
の
将
来
設
計
に
合
わ
せ
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
い
ず
れ

の
学
科
も
自
分
だ
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
が
で
き
、
自
由
な
フ
ィ
ー

ル
ド
で
学
問
に
取
り
組
め
る
の
が
大
き
な
特
色
。
新
家
憲
学
長
（
専
門
・
農
業

機
械
工
学
）
に
短
期
大
学
の
教
育
の
魅
力
な
ど
を
伺
っ
た
。

山
梨
光
訓
・
み
ど
り
の
総
合
科
学
科
長
、
森
山
軍
治
郎
・
商
経
社
会
総
合
学

科
長
に
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の
特
徴
と
０９
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
系
の
特
色
や

内
容
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

☆
農
業
科
学
系

☆
環
境
緑
地
系

☆
環
境
土
木
系

日
常
生
活
に
か
か
わ
る
農

業
や
土
木
、
街
づ
く
り
ま

で
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
環
境
を
つ
く
り
出
す

こ
と
を
中
心
的
に
学
ぶ
の
が

本
学
科
で
、
学
び
の
分
野
に

よ
り
３
つ
の
系
で
区
分
し
て

い
ま
す
。

「
農
業
科
学
系
」
で
は
、

花
き
園
芸
、
有
機
農
業
、
農

業
経
営
、
作
物
栽
培
、
農
業

機
械
、
農
業
研
修
な
ど
、
実

験
・
実
習
を
中
心
に
総
体
的

に
学
び
ま
す
。
農
業
後
継

者
、
新
規
就
農
者
、
Ｊ
Ａ
や

農
業
機
械
関
係
会
社
、
フ
ラ

ワ
ー
関
係
な
ど
で
将
来
を
担

う
専
門
職
を
目
指
し
ま
す
。

「
環
境
緑
地
系
」
で
は
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
、
林
業
実
務
、

造
園
、
環
境
緑
化
と
い
う
テ

ー
マ
の
中
で
、
身
近
な
生
活

環
境
か
ら
地
球
環
境
ま
で
を

イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、
林
業

・
緑
化
・
生
態
に
か
か
る
技

術
者
、
造
園
技
術
者
を
育
て

ま
す
。

「
環
境
土
木
系
」
で
は
、

都
市
・
農
村
に
必
要
な
社
会

環
境
建
設
の
技
術
を
学
び
ま

す
。
道
路
、
河
川
、
地
盤
、

き
ょ
う

り
ょ
う

橋
梁
、
港
湾
、

水
資
源
、
農
地
の
管
理
・
設

計
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
身
に
つ

け
、
生
活
産
業
を
支
え
る
技

術
を
も
つ
人
材
を
育
成
し
ま

す
。
建
設
会
社
、
公
務
員
な

ど
へ
の
道
が
開
け
ま
す
。

世
界
的
経
済
不
況
で
雇
用

不
安
が
広
ま
る
中
、
本
学
科

に
は
道
内
外
の
中
堅
企
業
か

ら
の
求
人
も
多
く
、
就
職
状

況
は
順
調
で
す
。
こ
の
よ
う

な
傾
向
は
、
本
学
と
企
業
と

の
長
年
の
信
頼
関
係
と
、
技

術
や
資
格
を
持
っ
た
本
学
学

生
の
即
戦
力
が
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
も
の
と
思
い
ま

す
。

☆
商
学
系

☆
経
営
学
系

☆
経
済
学
系

☆
法
学
系

☆
ビ
ジ
ネ
ス
・
情
報
系

専
修
大
学
、
石
巻
専
修
大

学
ほ
か
、
他
大
学
へ
の
編
入

学
希
望
者
に
対
す
る
一
般
教

養
科
目
と
受
け
入
れ
学
部
の

導
入
科
目
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た

企
業
へ
の
就
職
希
望
者
に
対

す
る
実
務
教
育
を
中
心
に
学

べ
る
環
境
を
備
え
て
い
ま
す
。

「
商
学
系
」
で
は
商
業
、

簿
記
、
会
計
を

中
心
に
専
修
大

学
商
学
部
編
入
学
や
就
職
希

望
者
の
資
格
取
得
に
直
接
結

び
つ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
。

「
経
営
学
系
」
で
は
、
経

営
、
情
報
、
経
営
管
理
の
専

門
を
学
び
、
専
修
大
学
・
石

巻
専
修
大
学
経
営
学
部
へ
の

編
入
学
を
目
指
し
ま
す
。

「
経
済
学
系
」
で
は
、
経

済
の
し
く
み
、発
展
、分
析
、

日
本
・
国
際
経
済
と
国
内
外

と
ら

の
経
済
を
広
く
捉
え
、
専
修

大
学
経
済
学
部
へ
の
編
入
学

を
目
指
し
ま
す
。

「
法
学
系
」で
は
、
公
法
、

私
法
の
中
で
憲
法
、
刑
法
、

民
法
、
商
法
を
学
び
、
他
大

学
へ
の
編
入
学
の
ほ
か
、
法

学
検
定
な
ど
、
資
格
取
得
の

指
導
も
行
い
ま
す
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
・
情
報
系
」

で
は
、
実
社
会
で
活
躍
で
き

る
即
戦
力
を
養
成
す
る
た

め
、
情
報
処
理
、
実
務
技
能

を
中
心
に
学
び
、
販
売
士
な

ど
関
連
資
格
取
得
も
支
援
し

て
い
ま
す
。

専
修
大
学
へ
の
編
入
学
試

験
で
は
、
本
学
科
で
の
成
績

上
位
者
２０
％
に
対
す
る
試
験

免
除
制
度
も
、
編
入
学
希
望

者
の
学
習
意
欲
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る
ほ
か
、
他
大
学

法
学
系
へ
の
編
入
学
希
望
者

も
増
え
て
い
ま
す
。

「
大
学
案
内
２
０
１
０
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
∥
写

真
。
両
学
科
の
特
色
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
紹
介
を
は
じ

め
、
本
学
独
自
の
Ｗ
進
路
（
就
職
、
編
入
学
）
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
、
各
種
入
学
試
験
の
日
程
な
ど
を
掲

載
。
ご
希
望
の
方
は
上
記
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
ダ

イ
ヤ
ル
イ
ン
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
送
料
無
料
）。

学
科
説
明
、
学
校
見

学
、
体
験
授
業
な
ど
を

行
い
ま
す
。
遠
方
か
ら

の
参
加
者
に
は
交
通
費

補
助
制
度
も
用
意
。
当

日
は
Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
、
美

唄
駅
か
ら
無
料
送
迎
バ

ス
を
運
行
し
ま
す
。（
図

参
照
）

春期：６月２７日（土） 秋期：１０月１１日（日）

在学生のご父母を対象とした「父母懇談会」を春・秋の２回、開

催します。時間はいずれも１４時～１７時４０分で、学科説明や個別懇談

を予定。当日は JR 美唄駅前と短大間で無料送迎バスを運行します。

問い合わせは教務係（☎０１２６‐６３‐０１０４）まで。

また、春期懇談会の翌日には、富良野方面への日帰りオプショナ

ルツアー（旅行会社主催）を用意しています。詳細は案内状に同封

のリーフレットをご覧ください。

父

母

懇

談

会

内

２０１０

案

春
と
秋に

開
催

学大

生
活
環
境
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
長

山
梨

光
訓▲ いも播種機（はしゅき）で種いもの植付け

学
生
の
将
来
設
計
に
合
わ
せ

科
目
横
断
の
履
修
シ
ス
テ
ム

新
家

憲

学
長

６／２７（土）・７／２５（土）・８／２（日）・９／１３（日）・１０／１１（日）開催
オオ
ーー
ププ
ンン
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス
２２
００
００
９９

交
通
費
補
助
制
度
あ
り

商
経
社
会
総
合
学
科
長

森
山

軍
治
郎

▲ ４月に情報教育システムをリニューアル

▲ アルカリ土壌改良用特殊プラウの開発

を指導する新家学長（中央）

編
入
学
に
就
職
に

進
路
が
広
が
る

▶

私
た
ち
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
ご
案
内
し
ま
す

第４６５号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２００９年（平成２１年）６月１５日（７）


